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ン・プラットフォームとなる LMS（Learning Management System）を中心とし、そこに
Googleや大学図書館が提供する OPAC、各種データベースといったWeb サイトおよび PC（デ
































































































































































































も必要なく、1×1または 1× n のコミュニケーションが継続して成立していればよい3。
3. 4 小括
本章のまとめとして以下のことを述べておく。まずライティング科目においてATC21S を習
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4. 結論および提案
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